
＜事業イメージ＞＜事業の内容＞
１．スマート農業、国内の需要等を踏まえた⽣産に対応した基盤整備

農地の⼤区画化等の基盤整備を推進するとともに、ほ場周りの草
刈り・⽔管理等の管理作業の省⼒化に資する整備、⽔⽥の汎⽤化・
畑地化や、畑地かんがい施設の整備等を推進します。

２．農業⽔利施設の戦略的な保全管理
農業⽔利施設の計画的な更新、緊急的な施設の補強、施設の

集約・再編やポンプ等の省エネ化、⼩⽔⼒発電等の再エネ利⽤、操
作・運転の省⼒化・⾃動化のためのＩＣＴ導⼊等を推進するとともに、
ほ場周りの⽔路等については、⽔路の管路化、⾃動給⽔栓の導⼊等
により管理作業の省⼒化を推進します。また、⼟地改良区等による適
切な施設管理を推進します。

３．農業・農村の強靱化に向けた防災・減災対策
防災重点農業⽤ため池の防災⼯事、農業⽔利施設の⻑寿命化・

耐震化、これらの農業⽔利施設や農地を活⽤した流域治⽔の取組を
推進します。また、農業集落排⽔施設、農道等の強靱化を推進しま
す。

業農村整備事業＜公共＞

＜対策のポイント＞
農業の構造転換や国⼟強靱化等を図るため、農地の⼤区画化、⽔⽥の汎⽤化・畑地化、農業⽔利施設の計画的な更新・⻑寿命化、省エネ化・再エネ利

⽤、省⼒化等による適切な保全管理、ため池の防災・減災対策、⽥んぼダムの取組拡⼤等流域治⽔対策、農道の整備等の農業⽣産基盤の整備・保全を
推進します。

＜事業⽬標＞
○ 農業⽣産基盤整備の実施地区における担い⼿の⽶⽣産コストの労働費削減（現状⽐６割削減［令和11年度まで］）
○ 農業⽔利施設の機能が保全され、農業⽤⽔が安定的に供給されている農地⾯積の割合（10割［令和11年度まで］）

＜事業の流れ＞
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※ 事業の⼀部は、直轄で実施（国費率2/3等）

1/2等

令和８年度予算概算決定額 336,502百万円（前年度 333,139百万円）
〔令和７年度補正予算額 216,490百万円〕
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農地の⼤区画化

⾼収益作物・畑作物への転換

１．スマート農業、国内の需要等を踏まえた⽣産に対応した基盤整備

農道の整備

農業集落排⽔施設の整備

改修後のため池堤体
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畑地かんがい施設の整備ICT⽔管理

ポンプの⾼効率化

ゲートの⾃動化

⽤排⽔路の管路化 ⾃動給⽔栓
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